
市政に対する一般質問

家
庭
ご
み
の
有
料
化
の
検
討
を

減
量
化
・
発
生
抑
制
・
負
担
公
平
性

の
確
保
・
行
政
経
費
の
削
減
等
に
繋
が
る

家
庭
ご
み
の
有
料
化
の
検
討
を
提
言
す
る
。

平
成
30
年
度
に
庁
内
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
有
料
化
の
効
果
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
等
を
検
証
し
、
ご

み
処
理
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

掛
之
上
祢
宜
弥
線
の

道
路
改
築
事
業
の
状
況
は

地
域
発
展
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
市
と

の
東
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
の
重
要
な
路

線
で
あ
る
。
早
期
整
備
が
必
要
で
は
。

自
治
会
、
地
権
者
の
皆
さ
ま
の

合
意
形
成
、
J
R
東
海
道
本
線
へ
の

影
響
、
県
と
の
河
川
協
議
等
の
課
題

が
あ
り
、相
当
の
時
間
を
要
す
る
が
、

早
期
の
事
業
化
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

香
り
の
丘
・
茶
ピ
ア
の
活
用
は

茶
業
・
観
光
振
興
の
た
め
に
、
今
あ

る
茶
ピ
ア
と
い
う
大
き
な
地
域
資
源
を
、

今
一
度
活
か
す
よ
う
検
討
す
べ
き
で
は
。

遠
州
中
央
農
協
を
中
心
と
し

た
、
行
政
、
観
光
関
係
者
な
ど
を
加

え
た
検
討
会
に
よ
り
、
本
市
に
と
っ

て
有
効
で
よ
り
輝
い
て
い
く
施
設
と

な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

戸
塚 

文
彦 

議
員

竹
野 　

昇 

議
員

市
の
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善

市
の
非
正
規
職
員
の
待
遇
に
つ
い

て
、
改
善
の
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
か
。

近
隣
市
や
民
間
企
業
と
比
較
し

て
、
著
し
く
劣
っ
て
お
ら
ず
、
妥
当

だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
国
や
県
、

県
内
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
者
の
雇
用
促
進

法
定
雇
用
率
達
成
の
た
め
、
行
政
と

し
て
や
れ
る
こ
と
は
。

就
労
や
そ
の
定
着
に
は
、
障
が

い
に
対
す
る
市
民
や
企
業
の
理
解
が

必
要
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い

特
性
を
、
皆
が
共
有
す
る
こ
と
で
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
の
中
で
暮

ら
し
働
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
特

別
支
援
学
校
や
「
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
、
就
労
の
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

学
力
向
上
推
進
係
の
新
設

な
ぜ
学
力
向
上
推
進
係
を
新
設
す
る

の
か
。

幼
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て

い
く
中
で
、
思
考
力
・
表
現
力
・
判

断
力
に
注
目
し
、考
え
る
力
と
捉
え
、

育
成
を
重
視
し
て
い
る
。
考
え
る
力

と
し
て
の
学
力
は
、
テ
ス
ト
の
結
果

だ
け
で
は
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、明
確
な
評
価
の
視
点
を
設
定
し
、

新
た
な
係
の
も
と
で
分
析
・
評
価
等

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

香りの丘　茶ピア（茶遊庵）

静岡中東遠障害者就業・生活支援センター
ラック(泉町)

4ふくろい市議会だより


